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愛
知
県
で
２
度
目
の
開
催

全
国
１
４
０
名
が
集
結

檜尾氏（岡山県）を
新理事に選任

日本ホル協臨時総会

今
後
の
行
事
　
日
本
ホ
ル
協

な
ぜ
、登
録
し
な
い
の
で
す
か
？

近
交
上
昇
や
遺
伝
能
力
不
詳
で
経
済
損
失
大

（
一
社
）日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会

会
長
　
前
田
　
勉

パ
ネ
ラ
ー
に
細
野
淳
氏

序
列
付
け
と
審
査

講
評
技
術
を
研
修

酪
農
講
演
会
を
開
催

好
ま
し
い
審
査
手
順
の
研
修

酪
農
家
戸
数
は
１
万
戸
割
る

離
農
と
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ

ン
病
で
体
型
審
査
減
少

ジ
ー
ニ
ア
ス
、ラ
イ
ア

ス
で
乳
牛
改
良
前
進

第

回
北
海
道
全
共
ま
で

９
か
月
、成
功
を
祈
念
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ジャジング・スクール参加者集合写真　愛知県畜産総合センターにて

挨拶を述べる中六角会長と参加者たち

２日目の研修　グランドチャンピオン決定審査の進め方

檜尾理事

前田会長

　
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

協
議
会（
中
六
角
保
広
会
長
）

は
、

月

日
～

日
の
２

日
間
、
愛
知
県
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
改
良
同
志
会
（
浅
田
孝
夫

会
長
）
並
び
に
岐
阜
県
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
（
宮

垣
俊
介
会
長
）
、
愛
知
県
酪

農
業
協
同
組
合
・
愛
知
県
畜

産
総
合
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の

も
と
、
令
和
６
年
度
ジ
ャ
ジ

ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
を
「
愛
知

県
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に

お
い
て
開
催
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
愛
知
県
畜

産
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
愛
知

県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の

会
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て

お
り
、
屋
内
審
査
場
な
ど
が

十
分
に
整
備
さ
れ
た
施
設
で

あ
る
。
今
回
で
２
回
目
の
愛

知
県
開
催
と
な
っ
た
こ
の
ス

ク
ー
ル
に
、
北
海
道
か
ら
宮

崎
ま
で
の
全
国
１
４
０
名
の

酪
農
関
係
者
が
集
結
し
た
。

　
初
日
の
開
講
式
で
は
、
中

六
角
会
長
か
ら
主
催
者
を
代

表
し
て
地
元
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

改
良
同
志
会
を
は
じ
め
各
関

係
機
関
に
対
す
る
感
謝
の
意

が
述
べ
ら
れ
、
次
に
地
元
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
の

浅
田
会
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
た
。引
き
続
き
、

会
場
と
な
っ
た
愛
知
県
畜
産

総
合
セ
ン
タ
ー
の
江
本
所
長

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ス
ク

ー
ル
は
開
講
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
の
重
要
な
役
割

を
担
う
パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
ア
ル
タ
ジ

ャ
パ
ン
（
株
）
の
細
野
淳
氏

を
招
き
、
シ
ョ
ウ
ジ
ャ
ッ
ジ

に
お
け
る
技
術
指
導
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
審

査
講
評
技
術
に
つ
い
て
評
価

・
助
言
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
は
、
北
海
道
瀬
能
剛
氏

・
北
海
道
山
内
誠
氏
・
静
岡

県
高
橋
直
人
氏
を
招
き
、
４

名
を
代
表
し
て
パ
ネ
ラ
ー
の

細
野
氏
よ
り
ジ
ャ
ッ
ジ
マ
ン

の
役
割
と
審
査
講
評
の
重
要

性
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ

た
。

　
開
講
式
の
後
、
今
回
が
初

参
加
の
一
般
ク
ラ
ス
と
学
生

は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
審
査

標
準
・
好
ま
し
い
審
査
手
順

・
審
査
講
評
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
座
学
に
よ
る
研
修
を

行
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ッ
ジ

マ
ン
候
補
・
認
定
ジ
ャ
ッ
ジ

マ
ン
は
審
査
会
場
に
お
い

て
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
未
経

産
１
ク
ラ
ス
・
経
産
２
ク
ラ

ス
の
計
３
ク
ラ
ス
（
４
頭
１

組
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
序
列
付
け
を
行
い
、
答
案

提
出
後
に
指
名
さ
れ
た
受
講

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
序
列
付
け

に
基
づ
き
審
査
講
評
を
行

い
、
最
後
に
パ
ネ
ラ
ー
の
細

野
氏
に
よ
る
模
範
解
答
と
審

査
講
評
が
行
わ
れ
た
。

　
ス
ク
ー
ル
に
併
せ
て
開
催

し
た
酪
農
講
演
会
に
は
、
①

東
海
酪
農
業
協
同
組
合
連
合

会
参
事
の
塩
治
隆
志
氏
並
び

に
②
（
一
社
）
家
畜
改
良
事

業
団
前
橋
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

東
海
近
畿
事
業
所
の
藤
久
明

氏
を
講
師
に
招
き
、
①
「
生

乳
需
給
を
巡
る
情
勢
」
並
び

に
②
「
Ｎ
Ｔ
Ｐ
２
０
２
４
そ

の
特
徴
」
と
題
し
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　
２
日
目
は
、
愛
知
県
酪
農

業
協
同
組
合
の
鈴
木
組
合
長

よ
り
激
励
の
挨
拶
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
審
査
会
場
で
受
講

生
全
員
が
計
４
ク
ラ
ス
の
研

修
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
未

経
産
・
経
産
の
各
ク
ラ
ス
上

位
２
頭
を
出
品
し
、
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
審
査

の
進
め
方
や
、
審
査
講
評
は

も
ち
ろ
ん
主
催
者
や
出
品
関

係
者
へ
の
謝
辞
等
、
そ
の
シ

ョ
ウ
を
締
め
る
ま
で
が
ジ
ャ

ッ
ジ
マ
ン
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
こ
と
等
の
解
説
が
丁
寧

に
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
、
中
六
角
会
長
か

ら
パ
ネ
ラ
ー
の
細
野
氏
と
審

査
講
評
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
そ

し
て
素
晴
ら
し
い
供
試
牛
を

準
備
い
た
だ
い
た
地
元
同
志

会
に
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
ス

ク
ー
ル
は
閉
講
し
た
。

◇
令
和
６
年
度
社
員
会
議

　
＜
東
日
本
＞
令
和
７
年
２

月

日
（
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン

タ
―
品
川
）

　
＜
西
日
本
＞
２
月
７
日

（
福
岡
朝
日
ビ
ル
）

◇
令
和
６
年
度
冬
期
登
録
事

務
担
当
者
会
議

　
２
月
３
日（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

◇
第
３
２
７
回
理
事
会

　
３
月

日
（
ビ
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
品
川
）

◇
第
３
２
８
回
理
事
会

　
５
月

日
（
都
内
）

◇
第
３
２
９
回
理
事
会

　
６
月

日
（
Ａ
Ｐ
東
京
八

重
洲
）

◇
第

回
通
常
総
会

　
６
月

日
（
Ａ
Ｐ
東
京
八

重
洲
）

　
日
本
ホ
ル
協
は
昨
年

月


日
、
令
和
６
年
度
臨
時
総

会
を
開
催
し
、
長
恒
泰
治
理

事
（
岡
山
県
）
の
退
任
に
伴

う
役
員
の
補
欠
選
任
を
行
っ

た
。
後
任
の
理
事
に
は
、
お

か
や
ま
酪
農
協
組
合
長
の
檜

尾
康
知
氏
を
選
任
し
た
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
酪
農
家
並
び
に
酪
農

関
係
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
当
協
会
事
業
に
対
し
ま
し

て
、
多
大
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
厳
し
い
酪
農

情
勢
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
も
引
き
続
き
事
業

推
進
に
あ
た
り
ご
指
導
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
、
令
和

６
年
の
酪
農
乳
業
関
係
の
大

き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
言
え
ば
、

１
つ
は
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
、
四
半
世
紀
ぶ
り

に
改
定
」
で
し
ょ
う
。
こ
の

約
四
半
世
紀
の
中
で
、
特
に

食
料
自
給
率
の
低
い
日
本

は
、
世
界
的
な
食
料
情
勢
の

変
化
に
伴
う
食
料
安
全
保
障

上
の
リ
ス
ク
増
大
と
、
気
候

変
動
や
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

等
の
地
球
環
境
問
題
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
農
業
労
働
力

の
不
足
と
農
業
生
産
基
盤
の

縮
小
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
基
本
法
で
は
、

食
料
安
全
保
障
の
抜
本
的
な

強
化
と
環
境
と
調
和
の
と
れ

た
産
業
へ
の
転
換
を
掲
げ
、

今
後
は
新
た
な
基
本
計
画
や

酪
肉
近
代
化
方
針
が
策
定
さ

れ
ま
す
。

　
も
う
１
つ
は
「
酪
農
家
１

万
戸
割
る
」
で
す
。
中
央
酪

農
会
議
が
公
表
し
た
全
国
の

指
定
団
体
に
生
乳
出
荷
農
家

戸
数
が
昨
年

月
時
点
で
９

９
６
０
戸
に
、
５
年
間
で
約

４
分
の
１
の
酪
農
家
が
離
農

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
給
緩
和
と

生
産
抑
制
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
以
降
の
物
価
高
騰
に
よ
る

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
は
、
新

し
い
年
も
な
お
回
復
の
見
通

し
は
立
た
な
い
の
で
は
と
懸

念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
離
農
の
増
加
は
、
当
協
会

の
登
録
事
業
に
も
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年

前
半
は
、
離
農
と
猛
暑
の
影

響
も
あ
っ
て
出
生
子
牛
頭
数

が
顕
著
に
減
少
し
、
血
統
登

録
申
込
も
低
調
で
し
た
。


月
以
降
は
分
娩
状
況
も
少
し

ず
つ
回
復
し
て
き
て
、
昨
年

末
の
血
統
登
録
頭
数
は
北
海

道
で
前
年
並
み
、
都
府
県
で

も
前
年
度
同
期
比
で

％
と

僅
か
な
減
少
に
留
ま
り
、
本

年
度
末
に
は
前
年
度
以
上
に

回
復
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
体
型
審

査
は
、
離
農
に
よ
る
体
型
審

査
受
検
戸
数
・
頭
数
の
減
少

と
、
さ
ら
に
昨
年

月
に
国

内
初
と
な
る
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ

ン
病
の
発
生
で
年
末
に
は
や

や
沈
静
化
し
た
と
の
報
道
が

あ
っ
た
も
の
の
、
地
域
的
に

は
そ
の
感
染
伝
播
の
心
配
か

ら
、
牛
群
審
査
や
後
代
検
定

体
型
調
査
等
の
受
検
を
控
え

る
動
き
が
見
ら
れ
、
審
査
戸

数
・
頭
数
の
減
少
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
酪
農
の
厳
し
い
現
況
に
あ

っ
て
、
こ
の
頃
は
、
「
血
統

登
録
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
」
と

尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
個
々
の
牛
の
血

統
（
素
性
）
が
分
か
ら
な
け

れ
ば
、
強
度
の
近
親
交
配
は

生
ま
れ
て
く
る
雌
子
牛
の
発

育
不
良
や
遺
伝
病
の
発
現
に

よ
っ
て
死
に
至
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
泌
乳
等

の
遺
伝
能
力
が
不
詳
で
あ
る

た
め
に
、
ど
の
種
雄
牛
を
交

配
し
た
ら
良
い
か
の
適
正
な

判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
。
登
録

し
な
い
こ
と
に
よ
る
経
済
的

な
損
失
は
結
構
大
き
く
勿
体

な
い
話
で
す
。
血
統
登
録
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
マ
イ

ナ
ス
要
因
を
未
然
に
防
げ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け

で
も
よ
り
優
良
な
後
継
牛
を

残
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

　
当
協
会
で
は
、
本
年
も
引

き
続
き
、
登
録
申
込
書
不
要

で
通
常
の
個
別
登
録
よ
り
５

０
０
円
程
度
「
安
価
」
な
自

動
登
録
の
一
層
の
普
及
定
着

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

乳
用
後
継
牛
の
早
期
選
抜
に

有
効
な
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の

普
及
、
遺
伝
性
疾
患
等
の
ハ

プ
ロ
タ
イ
プ
情
報
提
供
を
行

う
た
め
、
牛
群
検
定
を
実
施

し
て
い
る
自
動
登
録
農
家
に

対
し
て
、
登
録
料
が
半
額
に

な
る
「
自
動
登
録
同
時
Ｓ
Ｎ

Ｐ
検
査
申
込
」
を
奨
励
し
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
を
申

込
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
、
「
ゲ
ノ
ミ
ッ

ク
情
報
利
活
用
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ

ジ
ー
ニ

ア
ス
）
」
を
検
索
し
て
も
ら

え
ば
、
直
近
の
雌
牛
遺
伝
評

価
値
一
覧
と
近
交
係
数
、
遺

伝
病
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
、
未
経

産
牛
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
値

等
を
分
か
り
や
す
く
グ
ラ
フ

化
し
た
情
報
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

「
近
交
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｗ
ｅ

ｂ
」
や
検
定
成
績
証
明
自
動

継
続
農
家
向
け
の
「
登
録
情

報
活
用
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｉ
Ｕ

Ｓ

ラ
イ
ア
ス
）
」
等
、
１

つ
先
を
め
ざ
し
た
乳
牛
改
良

情
報
シ
ス
テ
ム
を
是
非
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
優
良

な
牛
群
基
盤
を
確
保
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年

月

～


日
の
２
日
間
、
北
海
道
安

平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
場
に
お
い
て
、


年
ぶ
り
、
北
海
道
で
は
２
回

連
続
と
な
る
第

回
全
共
を

開
催
し
ま
す
。当
協
会
で
は
、

北
海
道
大
会
の
成
功
に
向
け

て
万
端
の
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に

は
ご
支
援
ご
協
力
と
、
是
非

と
も
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
乙
巳
（
き

の
と
・
み
）
。
「
乙
」
は
芽

吹
き
が
成
熟
す
る
様
、
巳
は

動
物
に
例
え
れ
ば
蛇
で
、
再

生
や
知
恵
そ
し
て
変
容
を
象

徴
す
る
動
物
で
す
。
負
か
ら

正
へ
、
転
機
再
生
の
年
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
、
皆
様
方
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
発

展
、
そ
し
て
全
共
の
成
功
を

祈
念
申
し
上
げ
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。


